
PDF issue: 2025-08-04

スポーツ競技者における二分法的思考と心理
的健康、成長感との関連

NAKAZAWA, Tadashi / 小塩, 真司 / Mieda, Takahiro / 中澤,
史 / 三枝, 高大 / Oshio, Atsushi / 上野, 雄己 / UENO,
Yuki

(出版者 / Publisher)
法政大学スポーツ研究センター

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
Bulletin of sports research center, Hosei University / 法政大学スポーツ研
究センター紀要

(巻 / Volume)
35

(開始ページ / Start Page)
27

(終了ページ / End Page)
32

(発行年 / Year)
2017-03-31

(URL)
https://doi.org/10.15002/00013843



法政大学スポーツ研究センター紀要　35. 27-32（2017）

27

1．問題と目的
　スポーツ競技の世界において、競技者は「勝者か敗者」の
どちらかに分類されるといった偏った考え方があるが、競技
生活を通しスポーツ独自の価値観や思考態度を獲得している
可能性がある。このような、「善か悪」、「0か 100」といった、
物事を二律背反なものに分類する思考として、二分法的思考
（dichotomous thinking）がある（小塩、2010）。二分法的思考
は、「二分法の選好（物事を 2つに分割して整理することで、
理解がうまくいき、気分がすっきりするという志向性）」、「二
分法的信念（世の中の複雑な事象を明確に 2種類に分割する
ことが可能または分割されるような特徴を有しているという
信念）」、「損得思考（自分にとって損であるのか得であるのか
を明確化しようとする志向性）」の 3つの下位概念から構成さ
れている（Oshio, 2009）。スポーツ領域の研究において、競技
者の心理的健康や成長に関する検討は多角的に行われている
が（e.g., Gustafsson, Lundkvist, Podlog, & Lundqvist, 2016；煙山・
尼崎、2015；岸・中込・高見、1988；村上・徳永・橋本、
2001；杉浦、2001；田中、2016）、今日までにスポーツ競技者
を対象とした二分法的思考の調査は行われていないのが実情
である。
　そのような中、二分法的思考は過度に完全性を求めるパー

ソナリティ特性である完全主義（perfectionism；桜井・大谷 , 

1997）と正の関連が示されている（Oshio, 2009）。そのため、
完全主義が高い競技者は物事を「成功か失敗」などの二分法
的な思考をしやすく、結果としてバーンアウトなどの不適応
的な問題に繋がることが示唆されている（岸・中込、1989；中込・
岸、1991；種ヶ嶋、2007）。また、二分法的思考は境界性パー
ソナリティ障害や、摂食障害、自殺行動などの精神病理学的
な問題に寄与することが報告されている（e.g., Alberts, 

Thewissen, Raes, 2012；Napolitano & McKay, 2007）。一方で、
心理的健康との関係の側面だけでなく、小塩（2011）の研究
から、暗黙の知能観（implicit theories of intelligence）と二分
法的思考との間で正の相関があることが報告されている。な
お、暗黙の知能感とは、「知能とは何かという問いに対する個
人の解答」（上淵、2003）を指しており、増大的知能観（知能
は自身の努力によって成長できるという考え）と実体的知能
観（知能の量は固定的で自身で制御するのは困難という考え）
の 2つに分類される（Dweck & Leggett, 1988；藤井、2010；
藤井・上淵、2010）。その研究によると、実体的知能観の下位
尺度である「頭の良さ」、「効率の良さ」、「要領の良さ」、「知
識の多さ」と二分法的思考の特定の下位尺度と正の相関関係
が確認されている。すなわち、二分法的思考が高い者は知能
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の量を固定的であると認知しており、競技者に置き換えると、
身体力、技術力、精神力などの能力は自身で制御することが
できず不変的という考えを持っている可能性がある。以上の
先行研究から鑑みると、二分法的思考は心理的健康の低下に
影響するだけでなく、バーンアウトの誘因や競技者・人間と
しての成長の妨害へと発展することが懸念される。そのため、
スポーツ領域における二分法的思考の役割について理解する
ことは、今後競技者のバーンアウトの予防や競技者・人間と
しての成長を促すための支援策を講じる上で重要な知見が得
られることが考えられる。
　そこで、本研究では、スポーツ競技者を対象とした、二分
法的思考と心理的健康、成長感との関連の検討を行うことを
目的とする。なお、心理的健康の指標として、バーンアウト
傾向と自尊感情、部活動適応感、成長感の指標として、競技
的成長感と人間的成長感を用いる。さらに、本研究では、今
後スポーツ競技者に対し、二分法的思考の概念を用いた心理
的アプローチを行う上での精緻なエヴィデンスを構築するた
めに、個人のパーソナリティ特性を 5つの次元（「外向性」、
「協調性」、「神経症傾向」、「勤勉性」、「開放性」）から測定す
る Big Fiveパーソナリティ特性（小塩・阿部・カトローニ , 

2012）を統制変数として導入する。そのことで、パーソナリ
ティ特性の影響を取り除いた二分法的思考独自の機能を明ら
かにすることができると思われる。

2．方法
1）調査時期・対象者
　調査時期は 2014年 4月中旬から 2014年 5月中旬であり、
調査対象者は首都圏内の大学の体育会運動部に所属する学生
154名（男性 54名、女性 100名、平均年齢 19.4歳、SD = 1.2）
であった。なお、本研究の調査対象者は、競技志向の部活動
団体に所属しており、個人競技から団体競技の多岐な競技種
目かつ競技レベルは国際大会レベル、全国大会レベルから地
方大会レベルと様々であった。
2）調査方法
　調査は第 1著者の調査時所属機関の倫理委員会の承認を得
た上で実施された。倫理的配慮として、無記名式で行い、調
査への回答は任意と調査の際に、目的や個人情報の保護など
研究の趣旨や守秘義務について説明を行った。
3）調査内容 
　（1）二分法的思考： Oshio（2009）の二分法的思考尺度
（Dichotomous Thinking Inventory：以下 DTIと記述）を用い
た。この尺度は、「二分法の選好（項目例：あいまいなことも
白黒はっきりさせるとうまくいく）」、「二分法的信念（項目
例：世の中には「成功者」と「失敗者」しか存在しない）」、
「損得思考（項目例：情報がウソか本当かはっきりさせるべき
だ）」の 3下位尺度 15項目から構成され、信頼性と妥当性が
認められている。回答は、「全く当てはまらない（1点）」から
「非常によく当てはまる（6点）」の 6件法で求めた。
　（2）Big Fiveパーソナリティ特性：小塩他（2012）の日本語

版 Ten Item Personality Inventory（以下 TIPI-Jと記述）を用い
た。この尺度は、「外向性（項目例：活発で、外向的だと思
う）」、「協調性（項目例：人に気をつかう、やさしい人間だと
思う）」、「勤勉性（項目例：しっかりしていて、自分に厳しい
と思う）」、「神経症傾向（項目例：心配性で、うろたえやすい
と思う）」、「開放性（項目例：新しいことが好きで、変わった
考えをもつと思う）」の 5下位尺度 10項目から構成され、信
頼性と妥当性が認められている。回答は、「全く違うと思う（1

点）」から「強くそう思う（7点）」の 7件法で求めた。
　（3）バーンアウト傾向：雨宮・上野・清水（2013）の大学
生スポーツ競技者版バーンアウト尺度を用いた。この尺度は、
「対人情緒的消耗（項目例：私は、他の部員と協調しなければ
ならないことが辛いと思うことがある）」、「個人成就感の欠如
（項目例：私は、部活動に、心から喜びを感じることがある
（逆転項目）」、「練習情緒的消耗（項目例：私は、練習の内容
に耐えられないと感じている」、「部活動に対する価値下げ（項
目例：私は、部活動への参加が自分にとって意味がないこと
だと思うことがある）」の 4下位尺度 20項目から構成され、
信頼性と妥当性が認められている。本研究では先行研究（雨
宮他、2013）に倣い、各下位尺度の合計得点を算出し分析に
用いた。回答は、「当てはまらない（1点）」から「とても良く
当てはまる（5点）」の 5件法で求めた。
　（4）自尊感情：桜井（2000）の自尊感情尺度を用いた。こ
の尺度は、「私は自分に満足している」、「私は自分がだめな人
間だと思う（逆転項目）」などといった 10項目から構成され、
信頼性と妥当性が確認されている。回答は、「いいえ（1点）」
から「はい（4点）」の 4件法で回答を求めた。
　（5）部活動適応感：桂・中込（1990）の部活動適応感尺度
の総括的適応感の 2項目を用いた。項目内容は、「今の部に
入ってから、これまでの私の部での生活は、全体としてうま
くいっている」、「これからの私の部での生活は、全体として
うまくいくと思う」であり、信頼性と妥当性が確認されてい
る。回答は、「全然そう思わない（1点）」から「非常にそう思
う（7点）」の 7件法で回答を求めた。
　（6）成長感：上野・小塩（2015）の競技者としての成長度
に対する自己評価の 1項目を用いた。項目内容は、「私は、困
難な状況を乗り越えることで、競技者として成長をしている」
である。また、本研究では競技的な成長の側面に加え、人間
的な成長の側面も検討することから、上述の項目の「競技者
として」を「人間的に」に内容を改変し、「私は、困難な状況
を乗り越えることで、人間的に成長している」の計 2項目を
使用した。回答は、「全く当てはまらない（0％）」から「非常
に当てはまる（100％）」の 11件法で求めた。

3．結果
　統計学的解析ソフトである HAD15.011（清水、2016）を使
用し、本研究の目的に沿って分析を施した。まず、本研究で
用いる各変数間の Pearsonの積率相関係数（r）を算出した結
果、Table 1に示したような相関関係が確認された。
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Table 1　記述統計量および Pearson の積率相関係数（r）の算出

Mean SD

DTI
　①二分法の選好 4.41 .70
　②二分法的信念 .51 ** 5.24 .81
　③損得思考 .73 ** .37 ** 4.83 .76

18.96
13.64
20.09

TIPI-J
　④外向性 .06 .12 .04 4.09 0.83 -.50 **

　⑤協調性 -.14 † -.14 † -.08 .19 * 5.02 1.10 -.29 **

　⑥勤勉性 .15 † 83.-42.117.370.70.31.10.- **

　⑦神経症傾向 .14 † .05 .07 -.07 -.32 ** -.14 † 4.30 1.25 -.27 **

　⑧開放性 .14 † -.04 .07 .08 -.04 .22 ** 53.-72.113.420. **

⑨バーンアウト傾向-.08 .24 ** -.13 † -.01 -.18 * -.15 † .14 † 29.65.3102.1401.-

⑩自尊感情 .04 -.15 † .19 * .08 .17 * .31 ** -.25 ** .38 ** -.45 ** 5.12 .8126.48

⑪部活動適応感 .11 -.16 * .23 ** .00 .14 + .18 * -.15 † .11 -.60 ** .52 ** 2.53 .8310.34

成長感

　⑫競技的成長感 .04 -.23 ** .12 -.12 .14 † .09 -.02 .16 † -.37 ** .26 ** .43 ** 74.74 20.52
　⑬人間的成長感 .08 -.22 ** .12 -.04 .17 * .05 .00 .21 ** -.36 ** .31 ** .38 ** .83 ** 79.81 19.56

―

―

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ α⑫ ⑬

―

―

―

―

Note . DTI = Dichotomous Thinking Inventory; TIPI-J = Japanese Version of Ten Item Personality Inventory

競技的成長感と人間的成長感は1項目で構成されることから、Cronbach's αの算出は行わなかった。

⑩ ⑪

―

―

―

―

†p <.10, *p <.05, **p <.01
TIPI-Jに関しては、対応項目の平均得点（MeanとSD ）を算出し、加えて対応項目のPearsonの積率相関係数の値をCronbach's αの欄に記載した。

―

―

―

―

―

Table 2　重回帰分析の結果

性別 .05 -.15 -.21 -.10 -.07
年齢 .07 -.04 .02 .14 .16

TIPI-J

　外向性 .01 -.01 -.06 -.15 -.07
　協調性 -.12 .08 .09 .15 .18
　勤勉性 -.06 .16 .07 .00 -.05
　神経症傾向 .12 -.20 -.11 .04 .06
　開放性 -.04 .33 .06 .14 .20

DTI

二分法の選好

二分法の信念

-.19 -.11 .08 .07 .13
.38 -.20 -.30 -.28 -.28

　損得思考 -.13 .31 .26 .18 .15

R 2 .18 .35 .21 .18 .19

数値は標準偏回帰係数（β）である。

バーンアウト傾向 自尊感情 部活動適応感 人間的成長感競技的成長感
独立変数

†p <.10, *p <.05, **p <.01, ***p <.001
性別、年齢、外向性、協調性、勤勉性、神経症傾向、開放性は統制変数として投入した。

従属変数

Note . TIPI-J = Japanese Version of Ten Item Personality Inventory; DTI = Dichotomous Thinking Inventory

* **

*

†

†

† *

*

**

*** † *

*** * ** ** **

** *

** *** *** ** ***
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　次に、 性別（男性 = 1、女性 = 2）、年齢、Big Fiveパーソナ
リティ特性、二分法的思考の下位尺度を独立変数、バーンア
ウト傾向、自尊感情、部活動適応感、競技的成長感、人間的
成長感を従属変数とした、強制投入法による重回帰分析を行っ
た。その際に、独立変数のうち性別、年齢、Big Fiveパーソナ
リティ特性は統制変数として投入した。分析の結果、本研究
によって得られた VIF（Variance Inflation Factor）は 1.09―
2.69と良好であり（小塩、2012）、多重共線性の問題はないこ
とが示唆され、得られた決定係数（R²）、標準偏回帰係数（β）
を Table 2に示した。まず、R²値は .18―.35であり、全ての
変数において有意であった。次に、統計的に有意であったβ
値は、「バーンアウト傾向」では「二分法的信念」（β = .38，
p<.001）、「自尊感情」では「二分法的信念」（β = -.20，p <.05）
と「損得思考」（β = .31，p<.01）、「部活動適応感」では「二
分法的信念」（β = -.30，p<.01）と「損得思考」（β = .26，
p<.05）、「競技的成長感」では「二分法的信念」（β = -.28，
p<.01）、「人間的成長感」では「二分法的信念」（β = -.28，
p<.01）とそれぞれ確認された。なお、統制変数に用いた性別、
年齢、Big Fiveパーソナリティ特性と従属変数の各変数との結
果は Table 2に示した通りである。

4．考察
　本研究の結果から、二分法的思考の特定の下位概念とバー
ンアウト傾向、自尊感情、部活動適応感、競技的成長感、人
間的成長感との間で有意な関連があることが明らかとなった。
具体的には、二分法的信念と先述した全ての変数間において
負の関連が確認された。二分法的信念が高い者は不合理な信
念を有しており、不適応な行動を示すパーソナリティ障害と
の関連が報告され（Oshio, 2012）、加えて、実体的知能観と正
の関連があることが明らかにされている（小塩、2011）。小塩
（2010）によると、二分法的信念は他者に対する否定的な評価
や自己批判などといった側面において、不適応的な要因に関
連すると述べている。このことから、スポーツ領域において
も先行研究で示唆された知見と類似した内容が確認され、二
分法的信念は競技者の内的・外的な心理的健康の指標に対し
てネガティブな反応を示すだけでなく、競技的・人間的成長
の妨げになる可能性があることが考えられた。続いて、損得
思考と自尊感情、部活動適応感と有意な正の関連が確認され
た。損得思考が高い者はあいまいさを排除し、単に完全を求
めるだけではなく、自分にとって「損か得」かという自己中
心的な考えを持っている（小塩、2010）。ただ、自身の利益に
なる情報を確固たる情報源から入手しようとする志向性であ
ることから、結果として自身の利益となる情報を得ることで
心理的健康や競技力の向上に起因する適応的な機能の側面も
あることが推察される。本研究では、損得思考が自尊感情と
部活動適応感の内的・外的な心理的健康の指標に対してポジ
ティブな反応を示しており、競技者自身の心理的健康を維持・
促進するのに損得思考が寄与していることが示唆された。し
かし、二分法的信念と損得思考で関連があった自尊感情は、

Oshio（2009）の大学生を対象とした研究では無相間であった
ことが報告されている。その理由として、小塩（2010）によ
ると、二分法的な思考は自分自身に対する価値評価そのもの
に直接的に関与するとは考えにくいと述べている。そのため、
本研究で得られた結果は競技者特有のサンプリングによる影
響の問題であることが指摘され、慎重に検討することが望ま
れる。一方で、二分法の選好はいずれの変数とも有意な関連
がないことが確認された。二分法の選好が高い者は自分自身
を認識するときに、あまりネガティブに考えない傾向があり
（小塩、2010）、競技場面において適応的に働く可能性がある。
今後は、本研究で調査することができなかったポジティブな
思考や実力発揮など競技力に関連する心理的・競技的要因と
の関係性を検討することで、スポーツ領域における二分法の
選好の役割を明らかにすることができると思われる。
　最後に、本研究の課題と展望について 4つ述べる。1つ目
は、検定力の観点から、対象者のサンプルサイズを増やした
上で本研究と同様の研究デザインにて追試を行うことである。
2つ目は、競技者の競技力向上や実力発揮に、二分法的思考が
適応的な働きを示すのか明らかにすることである。3つ目は、
競技者が有する二分法的思考を適応的な結果に繋げるために、
例えばレジリエンス（上野・清水、2012）やマインドフルネ
ス（雨宮・遊佐・坂入、2015）などの対処資源の変数との関
連を検討することである。また、本研究では特定の二分法的
思考の下位概念が適応的・不適応的な反応の両者を示してい
るが、あるパーソナリティ特性が高い者と低い者で二分法的
思考が高い場合での心理的健康や成長感に対する影響が異な
ることが予測される。実際に、二分法的思考は本研究で用い
た Big Fiveパーソナリティ特性や攻撃性（Oshio, Mieda, & 

Taku, 2016）、Dark Triad（Oshio, Shimotsukasa, & Mieda, 

2017）などのパーソナリティ特性との関連が報告されている。
加えて、先行研究（飯村、2016；高橋・山形・星野、2011；
Zhou, 2015）から、行動指標と結果変数との間の関連をパーソ
ナリティ特性が調整するという交互作用効果（調整効果）に
ついて検討する必要があると述べている。そのため、4つ目
は、生体レベルである二分法的思考とパーソナリティ特性と
の交互作用項から心理的健康や成長感などのアウトカムに対
する影響を調査することである。本研究で得られた知見はバー
ンアウトの予防や競技者・人間としての成長を促す上で指導
者や競技者自身にとって有益なものであり、引き続きスポー
ツ競技者が有する二分法的思考の適応的・不適応的な機能に
ついて様々な心理指標・競技指標を用いて検討していくこと
が期待される。
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